
2020年度 都市生活学部 卒業研究概要 

 

 

横浜市中区野毛町の飲み屋街における利用者の変移に関する研究 

～空間や街、ライフスタイルの変化またメディアの語られ方による影響～ 

都市空間生成研究室 

1741095  鈴木 優花 

 

野毛町 飲み屋街 ファサード 

Yokohama Walker 店舗更新 利用者変移 

 

1. 研究の目的と背景 

近年日本では若者の「酒離れ」、それに伴う酒文化や飲

み屋の衰退は、留まるところを知らない。しかし、昭和

の雰囲気を残す飲食店街が若い世代からの注目を集め新

規店舗の参入が進んでいる。代表的な飲み屋街として知

られる、横浜市中区野毛町（以下「野毛町」）でもまた、

近年は若者客、特に女性客が増加していると言われてい

る。 

本研究は、空間調査である店舗更新比較、ファサード

調査、メディア露出調査、老舗ヒアリング調査を通じて

野毛町にどんな変化があったかまた、どのような要因を

受けて利用者層が中高年男性から若者女性に変移したか

を解明する。そこで本研究では利用者が変化したと言わ

れる野毛町で街の何が変化したか、街の変化と共に、利

用者の変移の要因を明らかにすることを目的としている。

2000 年初頭まで中年男性が集う街として「おじさんの聖

地」*1 と呼ばれるほどの飲み屋街であった野毛町がなぜ女

性客や若者が多く利用するように変化したのか、これが

研究の動機である。 

2. 研究の方法 

本研究は、昭和の雰囲気を残す代表的な飲み屋街とし

て知られる野毛町の野毛本通りから北側の野毛小路に面

している建物を対象として、若者向け新規店舗が新たに

参入することで野毛小路における変化が生まれ利用者が

変移したであろうという仮説に立っている。これを実証

するため、次の順序で研究を進める。 

① ゼンリン住宅地図を用いて 2000 年以降の野毛小

路における年代別店舗更新の比較を調査分析す

る。 

② ファサードから店舗の系統や傾向を分析するた

めに野毛小路に面している店舗のファサード調

査を行う。 

③ Yokohama Walker における野毛町のメディア露出

に着目して利用者変移の要因について調査分析

を行う。 

④ 野毛小路の老舗店主にヒアリング調査を行う。 

3．空間調査 

3-1. 年代別店舗更新の比較 

野毛地区の利用者の変化を考察するにあたり、店舗構

成の変化が大きく影響していると考えられる。そこで、

年代別店舗更新の調査を行う。調査した結果、居酒屋、

バー、バル、ガールズバー、ゲイバーが増加し、蕎麦や

中華料理屋等のその他飲食店、スナックが減少した。さ

らに、店舗更新比較を行ったところ蕎麦屋やラーメン屋

などの食事処から酒類を提供する場に変化していること

が分かった。 

また、野毛小路全体的にビル化が進んでいるが空きテ

ナントが多いことや同じ建物でもテナント数が増加して

いることからテナントスペースを分割化して小規模化し

ていることが読み取れた。二階以上のフロアにガールズ

バーやゲイバーが増加していること、一階には居酒屋が

増えていることが分かった。 

 

表 1.年代別店舗更新の比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1.フロア別店舗更新比較 



 

 

 

3-2. ファサード調査 

野毛小路に面している一階部分のファサードの写真を

撮り並べる。現在ある店舗のファサードを把握し、店の

雰囲気や系統、規則性を明らかにする。また、野毛小路

の新店舗のファサードが与える印象を明らかにするため

ファサード調査を行った。その結果、野毛の飲み屋街の

雰囲気に合うような落ち着いた雰囲気の居酒屋が多く開

業していたことや、景観を乱すようなひと際目立った奇

抜なファサードもなかった。さらに、テラス席があるよ

うな若者女性向けの店舗が多く開業したわけではなく野

毛の飲み屋街に合った店舗が多く開業していることが分

かった。 

図 2．ファサード調査 

 

4．メディア露出調査 

4-1．Yokohama Walker調査 

野毛町の利用者の変化を考察するにあたり、メディア

での露出の変化が影響していると考えられる。そこで、

メディア露出の調査を行う。Yokohama Walker（以下

YW） を用いて野毛を年代、種類、紙面サイズで分類調

査をする。表 2．では、黄色枠が大道芸、オレンジ枠が酒

場巡りやはしご酒を示している。 

調査結果として、「野毛町」を掲載する時のキーワード

転換期が三つあることが分かった。①初期：1998 年～

2003 年「小料理屋」②中期：2004 年～2008 年「大道芸」

③後期：2009 年～2019 年「居酒屋」となっている。2013

年に野毛町の街について 80 ページの特集が組まれてい

た。この野毛特集では、「新しい店が増え野毛の印象が変

わり野毛食べ物横丁など誕生も女性進出を後押しした」

ことや「客として店主として女性が急増した。」ことが記

載されており、野毛のまちが変化し女性客が増えたこ

と、そして客だけではなく店主としても女性が増えたこ

とが分かった。また、「横丁が進化して復活」や「名物料

理に会いたい」と記載されていたことから横丁や老舗が

トレンドになっていたことが分かった。 

表 2．YW調査（転換期③） 

5．ヒアリング調査 

5-1 老舗ヒアリング調査  

野毛飲み屋街の様子や利用者の実態を明らかにするた

め、老舗店主へのヒアリング調査を行った。その結果、

若者経営者が増え野毛に若者の居場所をつくったことで

女性客が既存店（老舗等）のも魅力を見出したことが若

者女性客増加の要因になっていることが明らかになっ

た。また、若者客が増えたことにより店の雰囲気が騒が

しくなった。以上から、より若者客がお店に入りやすく

なり若者客が増える好循環が生まれたことが明らかにな

った。 

6.結論 

本研究の調査より、食事処から酒類を提供する場に特

化したことが明らかになった。また、メディアで野毛の

居酒屋が特集されるようになり、若者女性客が居酒屋に

興味を持つようになった。加えて、野毛の酒場巡りにつ

いて掲載されたことにより酒場巡りやはしご酒に注目が

集まり、若者女性客が野毛の飲み屋街に興味を持ち、野

毛町に足を運ぶようになった。そして、様々な人と交流

できる野毛らしさが客層を広げた一つの要因である。以

上のことから野毛小路における変化が生まれ利用者が変

化した。 

 
注 

1）「はまれぽ.com」、「おっさんの聖地」野毛に女子が増えたのはなぜ？ 2014 
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